
【主要諸緒元】

寸　 法　：　H700mm ± 15mm     ベース部　：　W365mm±5mm

重　 量　：　4.2kg ± 0.8kg 

材　 質　：　塩化ビニル樹脂 （PVC） polyvinyl chloride　

反射材　：　カプセルプリズム反射シート（PX-8400シリーズ）

蛍光黄緑、蛍光オレンジ　2色を交互　6段貼り

※　筒部全面反射式

型　 式　：　HWC-700 

【本体　特徴　他】

1 カプセルプリズム反射シート（高輝度）

蛍光黄緑（PX8423）

蛍光オレンジ（PX8424）

　2°

　5° 3.0 1.5

JIS Z 9117の方法で測定 ※下記数値は、規格下限値です。

プリズム高輝度反射コーン　(ハイウェイコーン　HS型)

【反射材・仕様】

観測角α 入射角β 蛍光黄緑（PX8423） 蛍光オレンジ（PX8424）

高速道路上においての工事規制区域やIC周りにおいての注意喚起に、より視認性能が高い製品を目指して！

単位 ： candela/lux/㎡

　1/3°

　5° 122 65

　30° 67 40

　40° 64 20

　30° 1.5 0.9

　40° 1.0 0.8

★グリップスポンジ （オプション対応）

素材 ： 発泡ウレタン

寸法 ： H=50mm φ10mmｘ12か所

積み重ね対応ゴム

40x40x8mm

ベースシート

蛍光黄緑

PX-8423 4か所

蛍光オレンジ

PX-8424

蛍光黄緑

PX-8423

約
7

0
0

m
m

約365mm

★反射シートのエッジシール処理

剥がれ、雨水侵入防止目的

★ベース部反射シート（4か所）

H30ｘW300 （PX-8423)

観測角α  と 入射角βの関係
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※ 蛍光色（蛍光物質）は、可視光波長域（380～780nm）の

短波長（高エネルギー）の光を吸収し励起状態となり

不安定な励起状態から、安定な基底状態へ戻るときに

長波長（低エネルギー）の光を放出します。　

※ 励起状態（れいきじょうたい）とは…

※ 基底状態（きていじょうたい）とは…

励起状態から、エネルギーを放出してもっとも低く安定した状態になるこ事）

※ 事故の多い時間帯である薄暮時の太陽光は短波長の割合が多くなり、蛍光色の視認性が高まります。

また、雨天や霧といった荒天時においても視認性に優れています。

　　　　

※ 目で感じる色は、明るさと色の性質によって決まりますが、明るさを無視した色の性質を色度とします。

色度を数量的に表す座標を色度座標と言います。

蛍光黄緑 0.387 0.61 0.369 0.546

0.352 0.636 0.364

X Y X Y X Y X Y

14蛍光オレンジ

光などのエネルギーを与えられて一定時間内に光を放出して低いエネルギー状態になる事）

   ≪色度座標の範囲≫

1 2 3 4 Y値の限界
色

下限

0.428 0.496 0.46 0.54 20

0.571 0.429 0.506 0.404 0.558

黄色 と 蛍光黄緑 オレンジ と 蛍光オレンジ

薄暮時の視認性 夜間の視認性 霧の中での視認性

◆色度座標のイメージ図

上記の表を表すものでは

ありません。
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JIS K 5600-5-4に準拠する鉛筆引っかき硬度試験装置を用い、JIS A 5508に規定のN100くぎを使用し、

おもり1.0㎏、試験台の移動速度300㎜/分で表面を引っかいた時、表面を貫通する傷のつくことがない事。　　　

※光源がサンシャインカーボンの場合、物質の劣化を進めるもっとも大きな要因とされている

　　波長300nm付近の太陽エネルギーの1年分が1,083時間とされてます。

【耐風速性能】

試験装置の性能

風洞形式　：　吹き出し式・エッフェル型

吹き出し口寸法　：　2ｍｘ1.25ｍ（補助ノズルを使用）

風速測定範囲　：　18～47ｍ／sec

風速分布偏差　：　±5％以内

乱流強度　：　1％以内

風速計　：　アネモマスターMODEL6141

4kgおもり 28 29 27 27.8

3kgおもり - - 26 26.8

23～23.5 23.5

2kgおもり 25 25.5～26 24 25.5

   ≪試験環境≫

おもり無し 22 22 22 22

1kgおもり - -

蛍光黄緑（PX8423） 試験前 1000時間 保持率（％）

再帰反射係数（0.2°/5°） 929 899

蛍光オレンジ（PX8424） 試験前 1000時間 保持率（％）

再帰反射係数（0.2°/5°） 443 424 95.7

96.7

   ≪促進耐候試験≫

サンシャインカーボン促進耐候試験　1,000時間後、色褪せや著しい反射性能の低下がない事

   ≪表面硬度≫

移動開始 転倒 移動開始 転倒

1回目 2回目
風速

単位 ： ｍ/sec

◆硬度試験のイメージ写真

上記の実験を表すものでは

ありません。
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ビューフォート風力階級の例　（地上10ｍでの風速（ｍ/ｓ）

【ハイウェイコーン本体の製品性能】

≪基本物性≫

≪耐候性≫

キセノンランプ式ウェザ-メーターによる、紫外線照射時間500ｈは、実際の屋外暴露の約1年間に相当

紫外線500ｈ照射後も、色調に大きな変化なし。

試  験 機：キセノンランプ式ウェザーメーター

呼称

疾強風

大強風

17.2～20.7ｍ/ｓ

20.8～24.4ｍ/ｓ

24.5～28.4ｍ/ｓ 全強風 内陸部では稀。根こそぎ倒される木が出始める。人家に大きな被害が出る。

小枝がおれる。　風に向かって歩きにくい。

瓦屋根が飛ぶ。　人家に被害が出始める。

陸上の様子

耐
薬
品
性

ロックウェル硬度　ショア―D

項　　目

比　重

引張降伏強さ

伸　び

引張弾性率

脆化温度

吸水率　23℃ｘ7日

単　位

-

-

MPa

%

MPa

℃

度

風速

-

-

-

-

-

弱　酸

強　酸

弱アルカリ

強アルカリ

有機溶剤

物　性 測定法

軟質PVC

1.25

19.4

310

10.1

-28

38

0ｈ 100ｈ 300ｈ 500ｈ

材　質

×

%

JIS　K　6723

※上記数値は、代表値であって保障値ではありません。

紫外線照射時間

0.01

〇

△

〇

△

JIS　K　7112

ASTM D 2240

ASTM D 570
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